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インターネット上の偽・誤情報対策技術の開発・実証の概要 1

生成AIに起因する偽・誤情報を始めとした、インターネット上の偽・誤情報の流通リスクに対応するため、
対策技術の開発・実証を実施。

【事業概要】

１．ディープフェイク対策技術の開発・実証

• ファクトチェック機関やメディア等による活用を念頭に、生成AIにより生成された画像・映像を判別する技術の
開発・実証を実施する。

２．発信者情報の実在性・信頼性確保技術の導入促進

• ネット上に偽情報が流通する中で、情報コンテンツや発信者の信頼性等を受信者が容易に判別可能とするため、
正しい情報コンテンツに発信者情報を付与し発信者の実在性と信頼性を確保する技術の実証を支援する。

【事業スキーム】

実証参画主体①
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（ボストン・コンサルティング・グループ合同会社）
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実証参画主体②

実証参画主体③

※ 実証参画主体は、ファクト
チェック機関、ソーシャル
メディア、公的機関等を想定
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事業スケジュール（想定）

2024年

DF対策技
術等調査、
公募要領
の作成

７月４月 ５月 ６月 ８～12月

2025年

▲一次請負者採択

開発主体
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二
次
請
負
者

開発主体に対する支援、課題管理、進捗管理

評価
委員
会の
審査

▲開発主体の採択

事業実施
報告書等
作成

１月 ２月 ３月

▲開発主体の公募※

事業実施
報告書等
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▲
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※必要に応じ、二次公募等を実施。

対策技術の開発・実証実施
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